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会　議　録 

 和光市公平委員会 

 
招集日時 令和７年３月２７日（木）午後１時３０分

開催場所　 

和光市役所３F 監査室

 宣

言

開会 時　間 午後１時 2２分 職・氏名 委員長職務代理　樫沢　利博

 閉会 時　間 午後２時０４分 職・氏名 委員長　石井　多恵

 参 与 者 委 員

長

石井　多恵 委　　員 樫沢利博、出口かおり

 出席書記 奥山寛幸、末永典子、舟越るい 会議録作成者 箭原友美

 備　　考

 議　　　　　　　　　　　　　　　　事

 樫沢委員 

　 

 

 

 

全員 

 

樫沢委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

出口委員 

 

樫沢委員 

 

石井委員長 

 

新しい委員をお迎えして就任式直後の第 1 回目の公平委員会でございます。

山崎委員長の元で私、職務代理をずっとやらせていただきました。もしご異

議がなければ、第 1 号議案の議長を臨時で私がやらせていただきたいと思い

ますが、よろしいでしょうか。 

 

はい、お願いいたします。 

 

それでは、第 1 号議案をご審議をいただきたいと思います。　 

過去の経緯について（内容省略） 

 

公平委員会は準司法的権限が特に中心でございますし、裁判所に準じた権限

を有するという基本の問題もあります。やはり法律に対する高い見識をお持

ちの方に委員長を務めていただくのがいいのではないか、という事から、山

崎先生のご後任でいらっしゃる石井先生に委員長をお願いしたいという事

で、推薦をしたいと考えておりますが、いかがでしょうか。 

 

私もぜひ、石井委員に委員長を務めていただけるとよいと思います。 

 

よろしいでしょうか。 

 

承知しました。 
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 樫沢委員 

 

 

石井委員長 

 

 

 

 

出口委員 

 

樫沢委員 

 

石井委員長 

 

 

全員 

 

石井委員長 

 

 

 

奥山局長 

 

 

 

 

 

 

石井委員長 

 

全員 

 

石井委員長 

 

では、石井委員よろしくお願いいたします。それでは、第２議案から委員長にお願い

したいと思います。 

 

それでは、議案第 2 号の公平委員会委員長職務代理者の指定について、ご審議

いただきます。地方公務員法第 10 条第 3 項には「委員長に事故があるとき又は

委員長が欠けたときは、委員長の指定する委員がその職務を代理する」とありま

す。この職務代理者は、樫沢委員にお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

樫沢さんにお願いしたいと思います。 

 

承知しました。 

 

では、職務代理者は樫沢委員にお願いすることで決定させていただいてよろしい

でしょうか。 

 

異義なし。 

 

続きまして、議案第3号管理職員等の範囲を定める規則の一部を改正する規則を

定めることについてをご審議いただきます。 

まず、事務局から議案第 3 号の説明をお願いします。 

 

議案第 3 号についてご説明いたします。 

管理職員等の範囲を定める規則は、地方公務員法第 52 条第 4 項の規定に基

づき、同条第 3 項ただし書に規定する管理職員等の範囲を定める規則となり

ます。今回は令和 7 年 2 月 28 日に行われた和光市組織規則の一部改正によ

り、令和 7 年 4 月 1 日から職員課の担当名が変更されたことに伴い、規則

を改正するものとなります。説明は以上です。 

 

議案第３号の説明が終わりました。ご意見等がございましたらお願いいたします。  

 

異義ありません。 

 

それでは、議案第 3 号管理職員等の範囲を定める規則の一部を改正する規則を

定めることについては承認といたします。 
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奥山局長 

 

 

 

 

 

石井委員長 

 

樫沢委員 

 

 

 

奥山局長 

 

樫沢委員 

 

奥山局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樫沢委員 

 

 

 

最後に議案第 4 号和光市公平委員会準公金管理規程を定めることについてをご

審議いただきます。 

議案第 4 号の説明を事務局からお願いいたします。 

 

議案第 4 号についてご説明いたします。 

市は、元幹部職員の不祥事の再発防止策の一環として、令和 4 年 11 月 30

日に準公金管理規則を制定し、準公金の取り扱いの適正化を図っているとこ

ろです。しかし、公平委員会等の行政委員会においては規則を制定していな

かったため、新たに制定するものです。説明は以上です。 

 

議案第 4 号の説明が終わりました。ご意見等がございましたらお願いいたします。 

 

すみません、事務局にいいですか。これを今初めて読んだので全く意見はな

いんだけど、要するに公平委員会として管理するお金というのはあるんです

か。 

 

今のところ、現在はございません。 

 

ないよね。ないという事は公金を管理する人間もいないという事ですよね。 

 

そうです。実際に準公金自体を取り扱っておらず、いつ準公金の取り扱いが

あるかわからないですが、規則だけ整備をしておこうというものになるかと

思います。 

まず市全体としての内部統制というものを令和５年１０月から３月末まで

の半年間を最初にスタートし、この内部統制の中で準公金の取り扱いの適正

化を、準公金管理規則というのを制定して進めていこうと。 

内部統制は市長部局だけでなく、選挙管理委員会、監査委員、公平委員会だ

ったりそちらも含めて全体として取り組んでいこうとういうものです。した

がって公平委員会でもこういった規程を作る流れになっております。 

 

皆さんが言いづらいだろうから、私が敢えて言うとね、公平委員会というの

は自分に対する規則は自分で作る権限がある。それが、委員 3 人が今これを

この場で初めて見せられてこれを決めるというのは、なめとんのかという話

だよね。 
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奥山局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

樫沢委員 

 

 

 

 

 

 

奥山局長 

 

樫沢委員 

 

 

 

奥山局長 

 

樫沢委員 

 

 

普通の手続きからいったら、こういう全体のね、市の執行機関を網羅する形の新し

い規則体系を作る時は、公平委員会が作るのは、こういう案でいかがですかと、ま

ず我々に諮って、いいだろうとという事で正式に決めるというのが、そもそもなんじゃ

ないですか。公平委員会というのは、事務局が作ってきた初めてのものを見せられ

て、いい悪いを判断しなければいけないのか。公平委員会というのはそういう風に

なめられているわけ。我々は。 

 

そういう訳ではありません。こちらについては今回の公平委員会にお諮りし

ますが、そもそも市から言われてやるものではないと考えております。内部

統制の担当所管課の企画人権課が行っている内部統制の一環として、公平委

員会事務局にもこのような規程を作るよう依頼がありました。 

そもそも公平委員会は準公金を管理しておらず、こういう規則は公平委員会

で決めるべき事であって、市からの依頼で行うものではない。そのため「否

決となる可能性もある」という点を了解いただいた上で、今回議案は上げさ

せていただきました。 

 

いいんですよ。私は敢えて筋論を言っているんだけれども、要するに事務局

でやり取りをやって、公平委員会の独立性は、事務局としては担保したつも

りなんですというのはよくわかるし、そうなんだけども、決めるのは委員が

決めるんじゃないのと。それで「決めて下さい」と今ここで初めて見せられ

るのは、手続き的におかしいんじゃないのって言っているだけの話。 

それから、次いいですか。この文言は全部局同じですか。 

 

一緒です。 

 

全部一緒なのね。要するに、全ての業務執行機関で同じものを使いますと、

公平委員会も将来、公金か準公金を扱うような事があった時には、これに準

じてくださいと、こういう事で出したと。 

 

そうです。 

 

すいません。皆さんの気持ちは分かっているつもりですが、一応筋を通させていた

だきました。 
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 石井委員長 

 

 

 

 

奥山局長 

 

 

 

 

 

 

石井委員長 

 

末永次長 

 

 

 

樫沢委員 

 

末永次長 

 

石井委員長 

 

 

 

末永次長 

 

石井委員長 

 

 

 

 

末永次長 

ありがとうございます。そもそも現在、準公金というのは、公平委員会にお

いて取り扱いはないというお話だったんですが、もし今後、公金または準公

金というものが、この公平委員会において発生し得るシチュエーションとい

うのは、どのような状況なんでしょうか。 

 

そうですね。例えば、郵便切手などを保管するような場合が考えられます。

また、公平委員会の方の様々な連合会というのは、各市が持ち回りで当番市

となり事務局を担っておりますが、その当番市となった場合は、各市が支払

う負担金を扱う事になります。和光市にその事務局が回って来ないとも限ら

ない訳です。そうなった場合、和光市で各市の負担金が入る口座を管理しな

ければならないシチュエーションも考えられます。 

 

過去にそういう事はあったのではないですか。 

 

規模が大きい全国や関東支部というものは、大体大きな政令指定都市ですと

かそういった大規模都市の市が担うような感じで輪番制をとっていて、和光

市では近年にそういった事例はありません。 

 

過去もないよね。 

 

はい。 

 

そういう場合というのは、市の会計とは別にそういう公平委員会連合会の別

会計というものがあって、そこでそういった準公金を管理するというような

お話という事ですか。 

 

その可能性があります。通帳の管理ですとか、そういった意味で。 

 

ちょっとイメージが湧かないのですが、持ち回りでやっているという事は、

前年度は何処かが、今年度も来年度もどこかの市の公平委員会さんでそれを

やっておられるという事で。そうすると、その前年度のお金、例えば、繰越

金みたいなものは引き継いでいくみたいなお話という事ですね。 

 

そうです。そういう取りまとめをする幹事市、それを監査する市を順番に役
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石井委員長 

 

 

 

末永次長 

 

出口委員 

 

 

 

末永次長 

 

出口委員 

 

 

 

 

 

 

末永次長 

 

石井委員長 

 

全員 

 

石井委員長 

 

 

 

 

奥山局長 

 

割を担うというようなつくりが大体の所であります。 

 

そうすると、和光市がその当番、幹事市になった場合には、そのお金をお預

かりして、任期が終わったら次の担当市に引き継ぐといったそういう事にな

っていると。 

 

そうです。 

 

今のお話をまとめると、この規程を今回定めたからと言って、普段の事務職

員の方々の仕事の仕方、特にこのお金の扱いについて何か具体的に変わるこ

とは今の所はないって事なんですね。 

 

そうです。 

 

確かに、あと樫沢委員もおっしゃっていたとおり、議案については事前に郵

送か、私の場合ですとメールのデータをダウンロードで良いんですが、そう

いう形で送っていただいて、事前に資料を見て検討できた方が、それはやっ

ぱり公平委員会できちんと議論できますので。事実上、多分影響はないとい

うご判断を事務局でなさったのかもしれませんが、一律、出来れば事前に送

っていただけると今後はありがたいです。 

 

承知しました。 

 

この件に関しまして、他に何かご意見等ございますでしょうか。 

 

（なし） 

 

特にないという事ですが、少し事務手続き的な問題もあったところですが、

これは本日、承認か不承認かという結論を出さなければいけないものでしょ

うか。例えば、本日のところは保留にして後日、また改めて手続きをすると

か、そういう事は可能でしょうか。 

 

そうですね。この規程というのはは、そもそも和光市の準公金管理規則に倣

ってやりますよというものですが、もし和光市の準公金管理規則を資料とし
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末永次長 

 

奥山局長 

 

 

 

石井委員長 

 

奥山局長 

 

 

 

 

石井委員長 

 

 

奥山局長 

  

末永次長 

 

奥山局長 

 

石井委員長 

 

末永次長 

 

 

 

 

 

 

てお出ししていないとすると、これは、（委員の方々へ）資料としてはつけ

ていますか。 

 

（公平委員会の資料として）つけています。 

 

つけているのね。この和光市の準公金管理規則に倣ってやりますよという事

ですので、今回、議決は難しい、よく検討した上でという事であれば、書面

決裁という形でも可能かと思います。 

 

なるほど。書面決裁というのは、どのような手続きになるのでしょうか。 

 

具体的には郵送で委員全員の決裁を得る形で確定させます。事務手続きとし

ては、起案文書を作成し決裁をいただく形になります。その内容について、

書面で認めていただくかどうか。「認めます」とか「ここを直してください」

など色々なご意見をメールでやり取りした中で進める事も可能です。 

 

そうすると書面決裁というのは、最終的には書面で郵送いただく形になると

いうものでしょうか。 

 

そうですね。公平委員会は、全て一応決裁がありますが、どうしましょうか。 

 

あるいは、次の夏の定例の時に改めて議案として出すという形でも。 

 

それもありますね。公平委員会は年に 2 回ほど開催されますので、次回は。 

 

第 1 回が 7 月（予定）となってます。 

 

毎年、公平委員会は夏頃に定例のものがございます。他に今回のように規則

の改正が必要な場合や案件があった場合に開催をいたします。定例のものと

しては職員組合の団体の人員の構成が毎年変わりますので、その構成が変わ

る７月頃に開催するのが通例となっております。次回は７月頃に開催をする

のはほぼほぼ予定されているものになりますので、その時に皆さんに改めてご

審議いただいて、その結果という形でも可能かとは考えます。 
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 樫沢委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出口委員 

 

 

末永次長 

 

 

 

 

 

 

奥山局長 

 

 

 

石井委員長 

 

 

 

 

 

 

 

いいですか。準公金管理規程をぱっと読みました。要は、和光市が使ってい

るこれを公平委員会で使って下さいと、こういうことだよね。でもこれを見

てとっても気になるのは第 8 条。「この規則に定めるもののほか、準公金の

管理に必要な事項は市長が別に定める」とあるが、なぜ公平委員会の規則を

市長が定めるのか。これを使うという事は、なんかあった時には公平委員会

の人間は市長が別に定めるものに従うんですか。公平委員会が従うという事

でしょう。この通りなら。おかしくありませんか。公平委員会が自ら規則を

作って自らを縛るのに、なぜ市長が別に規則を定めるのか。私が言いたいの

は、公平委員会の独立性とかそういう物はどうなっているのかということ。

いいよ別に、中身についてはそんな大した事は書いてないからいいんだけ

ど、皆さんは認めますか、第 8 条を。 

 

筋としては、確かにここは「公平委員長が定める」という風にするのが、そ

うですね、その方がすっきりしますね。 

 

例えば、その内容を今回のその規程を定める事についての部分に別書きで、

個々の市の規則に倣うが、第 8 条の部分は公平委員会の委員長が定める云々

という文言をこの規程で定めるとか、一例ですが。この内容については何ら

かの調整をするという方向で担当者に申し伝える形でよろしいでしょうか。

それに基づいて再度案を事前にお示しをした上で、改めて次の会議の時にご

審議いただくという形でよろしければ。 

 

全体として公金管理規則で使っている「市長」という文言を「公平委員会委

員長」に変えれば、そういう文言を加えればいいだけなのではないかという

気はします。 

 

手続き上、次回 7 月の時にでもこの決議がなされる事に特段問題がないとい

うお話なので、そうであれば、今回資料をいただきましたので、その点を含

め改めて検討させていただいて、事務局の方でも諮ることがおありでしょう

から、例えばスケジュール的に 4 月いっぱいぐらいで委員の方から意見を寄

せていただき、意見がなければないでよろしいんですが、事務局の方でまと

めていただいて、こういう提案がありましたというような形で、ご提示いた

だくとか。イメージが湧かないのですが、そういうような感じに出来ないも

のでしょうか。 
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樫沢委員 

 

石井委員長 

 

 

樫沢委員 

 

 

 

石井委員長 

 

 

 

 

 

樫沢委員 

 

 

 

 

 

奥山局長 

 

 

 

 

樫沢委員 

 

 

 

奥山局長 

 

樫沢委員 

 

いやなるほどね。 

 

いかがでしょうか。勝手が分からないので適当なことを申し上げていたら本

当に申し訳ないのですが。 

 

その通りだと思います。私は皆がこれを使っているなら、これを使えという

事ならそれでいいんですが、出口先生がおっしゃったように、「市長が」と

いうところは「委員長」にしてもらわないと。 

 

そうですね。それを含めて、他の部分でもよくよく読んでみると、ここもこ

うした方がというものが出てくるかもしれません。だからある程度の期限を

きって、その間に委員の先生方から事務局に色々とご意見を上げていただい

て、それを基に上がった意見をまたお知らせいただくという様なそういう事

であれば、こうスムーズに物事が進むのではないかと思います。 

 

基本的にはこれで進めていただいて構いませんが、文言的にやっぱり「市長」

というのはおかしいでしょうと。ここはね、例えば、一例だけど「市長」と

あるところは「委員長」なんじゃないですか、から始まって文言を修正して

ね、皆さんに負担をかけるつもりはありませんから、7 月の定例会かなんか

にもう一回出して下さいというのでは困るんですか。 

 

それで進めます。これは内部統制の一環ですので、例えば、この準公金出納

簿などの帳簿類を市長に提出する必要があるのか、それとも公平委員会の委

員長に提出するものか、その辺りの意図などが、私もこの議論で分からなく

なってきました。そこも確認した上で進めていきます。 

 

これは、公平委員会の会計を持った時には、公平委員会でこういう風に処理

をしますという事だから、最終的に決裁するのは公平委員会という事になる

んだけど、でもやっぱり「委員長」がその役割を担うべきだよね。 

 

そうですね。 

 

だから、そういう意味でそこのところをやって下さいと。私はこの中の「市
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奥山局長 

 

樫沢委員 

 

奥山局長 

 

 

 

 

 

 

全員 

 

樫沢委員 

 

 

石井委員長 

 

 

 

 

 

 

末永次長 

 

 

石井委員長 

 

 

末永次長 

 

長が別に定める」というのは、これはないだろうと。我々は市長の承認を得

る立場ではないから。 

 

そうですね。 

 

そこのところは筋を通してねと言っているだけ。 

 

それでは、今回いただいたご意見や疑問点などについて、まとめてメールで

お送りいたしますので、それを基に協議をしていただき、次回の公平委員会

で議決をいただく形にしたいと思います。また、現時点で公平委員会では準

公金は管理しておりません。執行については、8 月や 9 月といった時期にで

も、多少遅れてもなんら問題はありませんので、そのような対応をさせてい

ただければと思います。 

 

分かりました。 

 

我々は急いでいないので、皆さんの仕事の負担にならないような形で進めて

ください。ただし、この文言はそのままでは受け入れられません。 

 

ついでと言っては恐縮ですが、先生方も事務局とはメールでやり取りをなさ

っているということでしょうか。今のように事務局の方が委員の先生方それ

ぞれに同じ内容を送るのは結構負担だと思うんです。もし差支えなければ、

メーリングリスト的のなものを作っていただいて共有出来れば、こういう審

議なんかもスムーズに行くのではないかと思いますが、それは市としてシス

テム上可能なことでしょうか。 

 

メーリングリストという形をとるのか、それとも送り名を皆さま共有のものにして、お

三方のアドレスを入れてお送りするというような単純な形でもできますし。 

 

そうですね、アドレスを入れ忘れてお一方だけに届かないという事は避けた

いので。メーリングリスト的なものの方がミスは少ないのかなと思います。 

 

そこは、システム担当と調整をして、協議をしてからという事で検討したいと思いま

す。 
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石井委員長 

 

 

 

 

末永次長 

 

 

 

 

石井委員長 

 

 

全員 

 

石井委員長 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　

 

色々負担も軽減されるし、いいのかなと思います。 

では、この議案第 4 号については次回まで保留とさせていただきます。 

本日の議案はすべて終了しましたが、事務局から報告、連絡事項はあります

か。 

 

事務局から報告事項。 

一点目、令和 7 年度公平委員の年間スケジュールについて。 

二点目、裁判の結果について。 

　　　　（結果内容省略） 

 

今、2 件の報告を続けてしていただきましたが、何かご意見等がございまし

たらお願いいたします。 

 

ありません。 

 

それでは、特になければ本日の委員会は終了させていただきます。ありがとうござ

いました。


